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路面電車駅前乗り入れ 

岡山市の丁寧な説明を求める

市議会陳情一部採択も、前進  

 岡山市議会１１月定例会においては、路

面電車駅前乗り入れや吉備線ＬＲＴ化など

の交通問題について１１議員が質問。路面

電車駅前乗り入れ平面案については、賛

成陳情１２件、反対陳情３件、慎重審議陳

情１件が出された。市議会への陳情は誰で

もいつでも提出することができ、必ず審議し

て採択不採択を決める義務がある。 

 １４日の建設委員会では駅前商店街の出

した反対陳情は自民３人が採択賛成、３会

派が採択反対し、委員長が採択賛成して決定。１7 日の本会議でも採択賛成２４／４６の

僅少差で採択。直前の討論で採択に賛成した自民党市議団代表は 

「路面電車乗入れそのものには反対ではない」 

「反対陳情は万策尽きて行った」 

「反対陳情採択は苦渋の決断だった」 

「岡山市の丁寧な説明を求める」 

と討論を行った。なおＲＡＣＤＡでは１１月２

７日に岡山市議会に賛成陳情を行ったが、

賛成陳情は継続審議。 

市は１１月２４日の検討委員会・市長会

見で、「平面乗り入れ」方式に絞り込んだと

発表していた。最も利用者の利便性の向

上ができ、駅前交差点の交通処理など技

術的課題について一定の整理ができた。コストや費用対効果でも有利としている。 

 広場内に新設する乗降ホームは３本、現状の便数維持が可能。乗り換え距離は現在の

約１８０メートルから約４０メートルに縮まり、利用者にとってはＪＲやバスからの乗り換えが

大幅に改善される。降車電停一つを残し、地下街への階段は廃止。概算事業費は９億９

千万円。現在のピーク時１時間当たり２２本の運行でも、道路渋滞は発生しないとした。 
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路面電車駅前乗り入れ への

ＲＡＣＤＡの今後の取り組み 
岡山市では２月議会で予算案と

して提出することを目指している。

また広場全体についても、路面電

車乗り入れ後の人の動線など、に

ぎわい確保や景観向上の観点から

再検討する予定。 

 ＲＡＣＤＡは路面電車環状化

など岡山都心１ｋｍスクエア構

想を実現するため、岡山商工会議

所と市民グループで結成されて

今年で２０年。今回２０周年記念

として「クリーンモバイル都市岡

山をめざして２」を発行し、駅前

乗り入れ問題も含めた、岡山の

「交通まちづくり」を提案。行政とも連携しながら、大学

や研究機関ともコラボして、予測と対策提案を行っていく

予定。 

 

１.「地域を元気にする交通結節点改造」広島市ＪＲ横川

駅の検証から（牧野浩志論文） 

広島の横川路面電車乗入や北九州のモノレール延伸で

も当初地元商店街は反対したが、結果的に交通結節点能力

が強化されると、回遊客が誘発され、公共交通通勤客も増

加し、お客がこぼれてきた。 

２．駅前の道路渋滞は問題なし、東大ＭＡＴＥＳ活用 

 イオン渋滞をかなり防げているのは、岡山駅の交通結節

点能力が全国有数であるからで、東京大学のＭＡＴＥＳ

（コンピューターシミュレーター）を岡山県警が採用し、

かなりうまくコントロールできている。駅前乗り入れにつ

いてはＲＡＣＤＡとして渋滞分析（バス含む）をお願いし

ており、工夫次第で渋滞は防げるようだ。１月中に一定の

予測が完了予定。イオンが自動車来訪者を増やそうとして

いるのは問題だが、イオン来店者の 7割が自動車でなく公

共交通で来ているのだから、イオン側ももっと公共交通来

訪者への利便性強化をした方が効果的ではないか。 

 牧野論文では岡山西バイパス等の環状道路が、中心市街地の渋滞対策になることも分析。 

３．駅前商店街と駅前電停の統一デザインで賑わい創出 

 駅前商店街では、今まで見えなかった入口が電停正面に来るので、努力次第で乗降客があふれて

くる。現在の降車電停を残すので、西川緑道公園と 3箇所の電停で囲まれることになる。 

 路面電車の電停には駅舎がなく、岡山駅から駅前商店街が見えなくなることはない。ランドスポ

ットとしての駅前電停のデザインに工夫を凝らし、おしゃれな待ち合わせスボットに変身させれば

いい。横川では電停と最寄りのフレスタ本社のデザインを統一して回遊性向上を図った。 

吉備では邪馬台国の時代から桃核を祭祀に使っていたことが最近判明、桃太郎を岡山のシンボル

にすることは歴史的に必然性がある。当然駅前広場の桃太郎像は移設して残し「桃太郎広場」と命

名。噴水も必要なら新たに作ることができる。後楽園と同じ芝生軌道などを採用して、後楽園のイ

メージを醸し出せばいいだろう。（参考文献・３図は 12/19牧野浩志講演資料から引用） 


